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井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学校再編成準備委員会 

 第７回 通学部会 

 

会 議 録 

日 時 令和５年１１月８日（水） 午後６時３０分～午後７時３０分 

場 所 三田ヶ谷公民館 講堂 

委   員 

福島委員、寉岡委員、岡村委員、関根委員、関根委員、須永委員、

高野委員、飯塚委員、島崎委員、𠮷田委員、赤坂委員、今成委員、

末柄委員、新井委員、蓮見委員、折原委員 

事 務 局 米花教育総務課長、蓮見学校教育課長、小林教育総務課総務係長 

会議の内容 

１ 開会 

２ 部会長あいさつ 

３ 議事 

（１）井泉小学校の到着・出発場所について 

（２）広報はにゅう１２月号でのスクールバス運行ルート案の 

掲載について 

（３）スクールバスの検討事項について 【継続協議内容】 

（４）スクールバスの運行規程（案）について 

（５）その他 

４ 閉会 

会 議 録 

１ 開 会 

 

 

２ 部会長あいさ

つ 

 

 

 

３ 議 事 

（１）井泉小学校

の到着・出発場所

について 

 

 

司 会 

（教育総務課係長） 

 

部会長 

 

司 会 

（教育総務課係長） 

 

部会長 

 

 

 

 

 

 井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学校再編

成準備委員会 第７回通学部会を開会する。 

  

＜部会長あいさつ＞ 

 

 議事の進行については、部会長にお願いする。 

 

 

 議事に入る。本日の会議の目的は、井泉小学校

でのバス到着・出発場所及び広報はにゅう掲載内

容についての報告、並びにスクールバスの検討事

項及び運行規程（案）ついて協議する。 
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（２）広報はにゅ

う１２月号でのス

クールバス運行ル

ート案の掲載につ

いて 

 

部会長 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

部会長 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

議事（１）井泉小学校の到着・出発場所につい

て、事務局より説明を求めた。 

 

井泉小学校の到着・出発場所についてである。

（資料１） 

井泉小学校でのスクールバスの到着・出発場所

は、３案について検討中としていたが、今回「Ｊ

Ａほくさい旧羽生北支店」を借用することとなっ

た。 

案１のＪＡほくさい旧羽生北支店については、

バス事業者に現地を見てもらい、特に問題ないと

の意見であった。 

１０月２７日には、市長がＪＡほくさい代表理

事組合長宛てにバスターミナルとして使用する

ことの要望書を提出し、概ね了解を得られた。 

案２は、井泉小学校の校庭を使用するものであ

った。位置は、図の緑で囲まれた部分である。こ

ちらもバス事業者に現地を見てもらったが、校庭

に入るための進入路が狭く、使用は困難であると

の意見であった。 

案３は、ＪＡほくさい旧羽生北支店の駐車場を

使用するもので、位置は、図の青で囲まれた部分

である。こちらは、ＪＡが入札により売却予定で

あり、市の契約手続上、購入することは困難であ

った。 

 

事務局の説明に対し、意見・質問を求めた。 

 

 ＜特になし＞ 

 

 議事（２）広報はにゅう１２月号でのスクール

バス運行ルート案の掲載について、事務局より説

明を求めた。 

 

広報はにゅう１２月号の掲載事項についてで

ある。（資料１） 
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部会長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

１２月広報に、前回までの協議により決定され

た運行ルート案を掲載する予定である。併せて、

井泉小での到着・出発場所がＪＡほくさい旧羽生

北支店となることもお知らせする。 

バス停留所のうち、私有地に侵入する蓮見商

店、藤野呉服店、一区ごみ集積所、八幡神社につ

いては、それぞれ地権者、管理者の了解を得るこ

とができた。 

広報掲載により、問合せ等が来ることが予想さ

れるが、最終的にはバス運行事業者が決定した後

に、運行に支障がないか確認した上で決定するこ

とになる。 

 

事務局の説明に対し、意見・質問を求めた。 

 

 北袋ルートについて。蓮見商店、北袋集会所を

経由し、南部幹線を右折することになる。私が思

うには、その逆で左折の方が良いと思う。 

まず、北袋集会所、そして蓮見商店でＵターン

して左折の方がいいのではないか。南部幹線は非

常に通りが激しく、そこを右折するのは非常に危

険と思うが、いかがか。 

 

 現地を確認したときに、バスがＵターンできる

かどうかがポイントであった。蓮見商店でＵター

ンするには、手前の入口から入り、お店の前まで

停まらないと、バスが入りきらないところがあ

り、お店に迷惑がかかる懸念がある。 

ただ、今の御意見から、バス事業者が決まった

ときに、もっと良い方法がないか提案を求めてい

きたい。 

 

 自分がどこのバス停を使ったらいいか、何か提

示しておく必要はないか。 

 

最終的には、バスを利用するかどうか、アンケ



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

部会長 

 

 

 

 

ートをとることになると思われる。その上で利用

するバス停の希望を採ることになる。 

バスは２８人乗りの予定なので、希望を聞いた

上で、もし人数を超えてしまう場合は、違うバス

停を利用してもらえないか交渉していかないと

いけないと考えている。 

 

 三田ヶ谷小と村君小では、このバス停では誰が

乗るというのは全て把握しているので、こちらに

問合せいただければ保護者には説明ができる。 

 

 現時点では、あくまで案ということでよいか。 

 

 そのとおりである。最終的にはバス業者の決定

後、判断することになる。 

 

 １１月１５日に地区の方に向けて、再編成だよ

りで新校名案をお知らせするが、バスの運行ルー

トは掲載されるのか。 

 

 再編成だよりには掲載しない。１２月広報及び

市ＨＰにて掲載する。 

 

 新校名のときは、教育委員会から話もあったの

で、全校児童にお知らせをした。このバス運行ル

ート案については、学校から保護者や児童にはお

知らせしたほうがよいか。 

 

 お知らせした方がいいという御意見であれば、

配布資料を事務局で準備する。 

 

 三田ヶ谷小では、バス停を設定する上で、どの

くらいの距離になるのか興味がある保護者が多

く、多くの保護者と打ち合わせをした。 

具体的に運行ルートを見るのは、今回が初めて

なので、どのような反応をしてくるかは少し不安
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（３）スクールバ

スの検討事項につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではある。トータルとしてバス停までの距離、歩

く時間を含めて４５分以内に抑えているところ

が肝だと考えている。 

 

（３）スクールバスの検討事項について、事務

局より説明を求めた。 

 

 スクールバスの検討事項についてである。 

通学部会当初からの協議事項で、まだ方針の決

定していない３点についてである。 

（１） 突発的な対応についてである。 

スクールバスは、運転士１名で運行する予定で

あり、基本的な対応は、運転士になる。対応方針

としては、突発的な事象が発生した場合、バスを

安全に停車させ、状況確認後、救急や警察への要

請を行い、併せて学校に状況を報告することとし

ている。 

（２）立哨当番、ボランティアのかかわりについ

てである。 

地域によって、現在、登下校の見守りの実施の

有無は異なるが、引き続き登下校の見守りについ

てお願いしたいと考えている。 

特に、スクールバスの運行により、登下校時に

バスが停車する場所では、保護者又はそれに代わ

る大人の方が一緒に見守っていただくようお願

いしたい。 

（３）乗り遅れ、遅刻・早退時の対応についてで

ある。 

スクールバスは定時運行のため、乗車時刻に遅

れた児童を待っていることができない。乗り遅れ

た場合は、保護者に学校まで送り届けていただく

ことになる。遅刻や早退時も同様である。ただし、

学校全体で急きょ下校時間が繰り上がる場合は、

バス運行事業者と協議の上、対応することとした

い。 
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部会長 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局の説明に対し、意見・質問を求めた。 

 

 スクールバスは定時運行ということだが、例え

ばそのバス停で乗る児童が３人で、３人とも欠席

であった場合は時間が来たら行ってしまうのか。 

 

 そうである。事前に乗らないことが分かってい

れば、乗らないことの事前連絡は学校にして欲し

い。 

 

 例えば、次のバス停なら間に合うといった場合

に、そこから乗ることは可能か。 

 

 バスの運行会社に確認をしたが、基本的にその

バスで乗れなかった児童を次のバス停で乗せる

という対応はできないとのことであった。決まっ

たバス停で乗れなければ、学校まで送り届けてい

ただくことになる。ただ事業者はまだ決まってい

ないので、事業者によっては大丈夫という可能性

はある。 

 

 教職員の働き方改革の関係もあり、バスの出発

時刻に教職員は通勤しておらず、出勤時間外にな

ってしまう。バスの運転士に直接連絡が行くよう

なシステムはあったりするのか。 

 

 システムはいろいろあり、例えば掲示板システ

ムでそこに登録すれば、先生も教育委員会も保護

者も確認・連絡ができるシステムもある。ただ、

そういったシステムを持っている会社と契約で

きるかどうかは分からない。連絡する手段はいく

つかあるが、基本的に事前に分かっていれば、今

まで通り連絡をしていただければと思う。 

 

 例えばバスが早めについた場合は待っている

と思うが、バス自体が雨などで遅れてしまった場
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事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

合に、バスが来ているかどうかは、子どもは分か

るようになっているのか。また、バス停まで行く

途中に何かで、その班みんなが遅れてしまった場

合でも、バスは時間が経ってしまったら行ってし

まうことになるのか。 

 

 バス停に行き、バスが経過してしまったかどう

かを直接確認する方法は、スマートフォンを持っ

ていない限りできない。バスの位置を確認できる

システムを導入することは、契約条件に盛り込

む。 

２点目については、基本は定時運行であるの

で、時間でバス停に児童がいなければ、バスは出

発してしまうことになる。 

 

 バスマザー的なところにも関係しており、ＰＴ

Ａ部会でもこの件については検討しなければと

話をしている。三田ヶ谷小で個別に相談があった

が、バス停によって、２０人集まるバス停もあれ

ば、３人しかいないバス停もあり、その場合３人

で当番を回さなければいけないので、不公平だと

言われた。そこは課題だと考えている。 

三田ヶ谷小は、御近所に助けてくれる人がいる

所を選んだので、大丈夫と思っているが、ＰＴＡ

の組織に盛り込むようにしないと、今後は厳しい

と考えている。 

 

バスがスタート時にトラブルがあったとする

と７時半だが、教職員の出勤が８時なので、基本

的には学校にいない。実際にいないのかと言われ

たら、出勤しているかもしれないが、法的に言え

ば、誰もいないことになる。 

先ほど、休みがあった場合は学校を通すとか、

トラブルがあった場合、学校に状況報告し対応を

協議する、学校は必要に応じて現地確認し、保護

者への連絡を行うとあった。 
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（４）スクールバ

スの運行規程（案）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

部会長 

 

学校保健安全法という法律があり、登下校の責

任について学校は、警察行政との連絡調整のみと

なっている。実際に登下校の安全を確保するの

は、保護者と思っている。 

そのことを前提に置いてスタートしていかな

いと、学校が何でもやるようなシステムで法律的

におかしいとなったときに、ここはしっかりと議

論をしておく必要があると考えている。 

例えば先ほど、ルート案は学校から児童、保護

者に提示すると話があったが、学校がそこまで関

与していいのかと思う。 

登下校のことについては保護者の領域なので、

三田ヶ谷、村君の話でＰＴＡでやるのは分かる

が、学校があまり関与するのはいかがなのかと考

えている。 

学校の先生の勤務時間は８時あるいは７時５

０分ぐらいである。その前にバスが来る。それに

対応する。どうしても学校がやるのであれば、日

直と同じで、朝当番をつけて勤務時間を調整す

る。ただ基本的には、登下校のことについては保

護者の範疇である、ということを前提として議論

していただけるとありがたい。 

 

 今後ＰＴＡ部会でしっかり話させていただき、

こちら側でしっかり考えていく必要があると認

識していきたい。 

また、先生方の勤務時間というのをしっかり把

握した上で、検討していきたい。 

 

 言葉はきついが、登下校時などはサービスでや

っていることである。それを理解して、朝の連絡

は受けられないという前提で、議論を進めていた

だけるとありがたい。 

 

 議事（４）スクールバスの運行規程（案）につ

いて、事務局より説明を求めた。 
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について 
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(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 スクールバスの運行規程（案）についてである。 

スクールバスの運行は、民間運送業者へ業務委

託とする。今回、運行規程のうち、委託内容の大

枠について、挙げさせていただいた。 

（１） 運行内容についてである。 

基本運行日数は、２１０日程度、便数は、登下

校とも４ルートとし、登校１便、下校２便を予定

している。その他、一斉下校や台風・地震等の緊

急時においては、柔軟に運行時間を変更すること

とする。 

（２）乗務員についてである。 

各バス運転士１名で運行する。ただし、年度当

初の１０日間は、添乗員１名を配置することとす

る。また、運転士は、乗車、降車人数の確認を乗

車名簿等で確実に行うこととする。 

（２） その他である。 

毎年、入学式前に入学予定の児童及び保護者の

不安解消のため、乗車による試乗会を２回以上実

施することとする。また、バスの位置をスマホ等

で確認できるシステムを導入する。 

 

 事務局の説明に対し、意見・質問を求めた。 

  

 スマートフォンで確認できるシステムについ

てである。今の時代、保護者がスマートフォン一

つで今日はお休み、今日は出席とか、それを運転

士が把握する。そういったＩＣＴを駆使したもの

がもう簡単にできるような気がするが、これは予

算的な問題なのか。 

 

 予算的な問題はもちろんある。そういったシス

テムを持っているバス会社もあれば、持っていな

いために、システムをバス会社が買わなければい

けない場合などである。 

個人情報に当たるので、保護者の同意が必要に
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（５）その他 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

委員  

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

部会長 

 

なるが、そういったＩＣＴを駆使した方法につい

ては、もう少し検討する必要があると考えてい

る。 

 

 バス会社が決まった後、検討することはできな

いのか。 

 

バス会社が決まった後に検討した内容に対応

してもらうのは難しい。条件によっては費用が発

生し、その条件を事前に提示していたら、入札結

果が変わっていた可能性も出てくるためである。

実際に運行していく中でどうしても支障が出て

くることについては対応は有り得る。 

 

 バス会社はいつ頃決まるのか。 

 

今年度中を予定している。 

 

 

 年度当初の１０日間、添乗員が乗ることになる

が、業者の人でよいのか。また、この人は何を確

認するのか。 

 

事業者で対応する。バスは指定席であるので、

子どもたちがバスに乗った後に、着席案内や、シ

ートベルトの着用指導などになる。 

 

 それは、保護者が乗らないと分からないのでは

と思うがいかがか。 

 

今回は初めてバスが導入されることになるの

で、令和７年３月中に保護者も含めた試乗会を実

施することを考えている。 

 

議事（５）その他について、事務局より説明を

求めた。 
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４ 閉会 

 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

部会長 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

部会長 

 

 通学部会スケジュールについてである。 

 スクールバスについては、運行規程案を作成

し、保護者説明及び意向調査等を行う。説明会の

時期は、各学校と調整を行いたい。 

 通学路については、バス運行事業者が決定し、

バスルートが確定した後にルート選定となるた

め、来年度以降の協議になる予定である。 

 

事務局の説明に対し、意見・質問を求めた。 

 

＜特になし＞ 

 

次回の会議の日程について、事務局の説明を求

めた。 

 

次回の会議は、令和６年１月２４日水曜日、午

後６時３０分から、三田ヶ谷公民館である。 

次回の会議では、運行規程（案）について協議

したい。 

 

本日の議事を終了する。 

【配布資料】 

資料１   資料 1 第 7 回通学部会 

 

 


